
、ポイ捨て、犬のふん放置等は条 ドライブの常時受け付けや企業への提供呼びかけにより、子ど

例による周知啓発を実施しているが、市民からの苦情は引き続 も食堂への提供を継続する。

き寄せられている。 　不法投棄の抑制では、ポイ捨て等及び歩行喫煙をなくす条例

　蕨戸田衛生センターは、施設の長寿命化工事が完了している の周知を図るとともに、パトロールによる監視を行う。

が、プラごみ新法に対応した施設としては十分でない。　 　蕨戸田衛生センターにおいて安定したごみ処理を続けるため

、蕨市・衛生センター組合との連絡協議会において施設の今後

のあり方を検討を進める。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 6年 6月14日 作成部局名 環境経済部 担当部局名 水安全部

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

環境課

06
都市環境と自然環境が調和したまち

河川課

28
環境衛生の充実

ごみのないきれいなまち並みを維持するなど、快適で衛生的な生活環境の充実を図ります。

環境衛生事務費

清掃総務事務費

ごみの排出量 一人1日当たりの排出量(市内ごみ)
ｇ 680 895 873 840 843

(ごみ処理基本計画 )

530運動におけるごみ回収 530運動におけるごみの回収量
kg 16,460 16,460 4,090 14,900 14,230

量 (目標値16,460㎏以下 )

ごみ集積所における不法投 市内で発生した不法投棄の件数
件 1298以下 1,298 1,239 1,305 1,511

棄件数

　一人１日当たりのごみの排出量は、当初値と比較し減少傾向 　戸田市版プラスチック・スマートアクションを踏まえ、ペッ

にある。一方、ペットボトルやプラスチック製品などによる海 トボトルの使用抑制を目的に、公共施設にウォーターサーバー

洋プラスチックごみが世界的な課題となっている。プラスチッ の試験的な設置を進める。またプラスチック製品の使用抑制だ

ク製品の使用抑制や代替え品の使用などに併せ、ごみを海へ流 けでなく賢く使うことを啓発するキャンペーンを実施し、市民

出させない対策が求められており、530運動などの地域清掃活 ・事業者と共にプラごみの削減に努める。　

動の役割が重要となる。 　ごみの排出量を削減するための食品ロス対策として、フード

　ごみの不法投棄や歩行喫煙



○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ01 01 04 01 04 02 01 48,677 により、喫煙マナーの更なる向上を

「ポイ捨て等及び歩行喫煙を 39,748 図る。また、北戸田駅前の喫煙所の

なくす条例」を啓発し、市民 8,321 今後の方向性を検討する。

03 狂犬病予防事業　（環境課）

狂犬病予防事業

法
定

2,104 畜犬管理システムを活用して予防注

1,438 射接種率の向上を図っていく。

－ － １ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ 法01 01 04 01 04 03 01 1,438

生後９１日以上の犬の登録者 0

に対し鑑札の交付。狂犬病予 2,665

01 清掃総務事務費　（環境課）

清掃総務事務費

任
意

69,061 ルールを守らないごみ集積所の不法

74,763 投棄は増加傾向にあり、パトロール

－ － １ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ01 01 04 02 01 01 01 83,763 を強化していく。

市内３駅の駅周辺や公衆トイ 83,579

レについて、毎日の清掃を行 13,002

02 し尿収集事業　（環境課）

し尿収集事業

義
務

4,460 し尿汲み取り世帯は、区画整理など

7,053 が進むとともに減少傾向にあるが、

－ － １ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ 義01 01 04 02 02 02 01 7,053 継続して実施していく。

汲み取り式トイレのし尿の収 6,448

集運搬や手数料の徴収。また 715

03 廃棄物収

戸

集処理事業　（環境課

田

）

市 施策

廃棄物収集処理事業

義

評

務

359,007 市民

価

の生活環境を清潔に保

シ

ち、公衆

356,43

ー

8 衛生の向上に引き続

ト

き取り組んでい

○ － １

作

○ Ａ Ａ Ａ Ａ 義01 01

成

04 02 02 03 01

日

356,438 く。

家

令

庭ごみの分別収集や粗

和

大ご 308,281

み

 

の予約受付・収集を実

6

施し 3,771

年 6月14日 作成部局名 環境経済部 担当部局名 水安全部

○結果と今後の方向性

進捗状況
（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０６年度（事業費総額） 令和０７年度 令和０８年度 令和０９年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０６年度（人件費総額） 令和０７年度 令和０８年度 令和０９年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R5決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R6予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
7

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

　指標の成果は、ごみ集積所におけるルールを守らない不法投棄による回収個数は増加傾向
にあるものの、その他の指標では目標に向け予定通り進捗している。
　快適で衛生的な生活環境に寄与する事業として、継続して取り組んでいく。

Ｂ

1,436,523 ↑ 1,460,523 ↓ 1,436,523 → 1,436,523
　令和５年度に粗大ごみ収集体制の強化（収集車両の増、ＬＩＮＥ申請の導入）や、従来は回収していなかったボタン電池の回収を開始す
るなど、市民のごみ出しの利便性を高めた。令和６年度からは充電池（二次電池）の回収を開始し、施策の目的に資する事業を引き続き継
続実施していく。また、北戸田駅前整備工事に伴い、禁煙所の今後の方向性を検討する。

29,645 → 29,645 → 29,645 → 29,645
　DXと委託を効率的に実施し、現状の人員を維持しつつきめ細かなニーズにも対応していく。

02 環境衛生事務費　（環境課）

環境衛生事務費

任
意

25,269 ポイ捨て等及び歩行喫煙をなくす条

33,677 例の周知や、巡回啓発員による指導

－ － ２



済部 担当部局名 水安全部

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R5決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R6予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
7

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

01 蕨戸田衛生センター分担金　（環境課）

蕨戸田衛生センター分担金

義
務

833,567 蕨戸田衛生センターのごみ処理事業

963,154 等の運営を引き続き支援していく。

○ － １ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ 義01 01 04 02 03 01 01 963,154

ごみの焼却等処理、し尿処理 963,154

及びセンター運営に伴う分担 1,170

03 河川維持管理費　（河川課）

（再掲）河川維持管理費

任
意

＜（再掲）について＞

本事業は、他の施策を主たる施策として構成する事

01 01 08 03 01 03 01 務事業ですが、一部が本施策にも寄与するため「再

市が管理する河川・水路・排 掲の事務事業」として、参考に掲載しています。

水施設等については、各施設 ※事業内容は、当該事務事業評価シートを参照

戸田市 施策

R5決算額

評

R6計画額 R7予算額

価

計（千円） 事業費 1,

シ

293,468 1,4

ー

36,523 1,46

ト

0,523
うち一般財

作

源 1,234,829

成

1,377,210 1

日

,401,210

事業

令

の方向性： １現状で継

和

続　 ２拡大して継続 ３

 

縮小して継続　　　４

6

他事業と統合　　　５

年

休止　　　６その他見

 

直し

７令和7年度で終

6

了 ８令和6年度で終了

月

９令和5年度で終了

14日 作成部局名 環境経


